「ロシア・エルミタージュ美術館展」は、鑑賞の価値あり。

　「エルミタージュ美術館」は、ロシア・サンクトペテルベルグにある世界最大かつ最古の美術館のひとつで、1990年には周辺の関連施設と共に「世界遺産」に登録されている。

　美術館の収蔵品は、350余の展示室と数多くの収蔵庫に、古代から現代までの300万点を超える膨大な芸術・文化遺産があり、「美の百科事典」と称されている。

　今回、「世紀の顔　西洋絵画の400年」と題して、国立新美術館（東京・六本木）で開催されているのは、16世紀～20世紀の各時代を代表する秀作が、その世紀を象徴するキーワードを軸に展示されている。

　画家は、17世紀のバロックの巨匠「ルーベンス」「レンブラント」、18世紀の肖像画家「レノルズ」、19世紀のロマン派の「ドラクロワ」、印象派の「モネ」「セザンヌ」「マティス」「ピカソ」までの83作家・89点の豪華な作品である。

　展覧会のポスターの絵画「マティスの赤い部屋（赤のハーモニー）1908年　油彩・カンヴァス」は、奥行きのない平面構成で、赤に加えムラのない青、黄、緑などの原色系の色彩が華やかな作品である。当初は＜青のハーモニー＞として描かれたものを、唐突に「赤」に色を変えた珍しい作品で、元の「青」は左上の縁に残されている。変色した理由は“「青」では十分装飾的ではない”とし、“前のままでも美しかったが、「赤」に変えてより美しくなった”としている。
　もう1枚のポスター画、「レノルズのヴェヌスの帯を解く（クビト）」1788年　油彩・カンヴァス」は、当時流行した「見立て絵」でクビト（エロス）に帯を解かせながら、その母（ウェヌス）のバストは惜しげもなく露出して、恥らうように手で顔を隠しているポーズの描写である。
　美術ファンにとっては、豪華な西洋絵画を鑑賞する絶好の機会であろう。
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